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高橋 美智子 准教授が科学技術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞を受賞
宇都宮大学バイオサイエンス教育研究センターの兼任教員である高橋美智子准教授(農学部)が平成
22年度科学技術分野の文部科学大臣表彰若手科学者賞を受賞しました。受賞対象の研究は、「高
等植物におけるニコチアナミンの役割と機能に関する研究」です。この賞は、科学技術に関する
研究開発、理解増進等において顕著な成果を収めた者について、その功績を讃えることにより、
科学技術に携わる者の意欲の向上を図り、もって我が国の科学技術水準の向上に寄与することを
目的としています。若手科学者賞は、萌芽的な研究、独創的視点に立った研究等、高度な研究開
発能力を示す顕著な研究業績を挙げた若手研究者個人を対象としています。授賞式は、4月13日
に京王プラザホテルで行われる予定です。

賞に関する詳しい説明はこちら→http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/22/04/1292309.htm  　

[高橋 美智子 准教授 紹介]
略歴：平成10年 東京大学大学院農学生命科学研究科応用生命化学専攻博士課程修了、博士（農
学）。日本学術振興会特別研究員、東京大学大学院農学生命科学研究科 助教、等を経て
平成20年 宇都宮大学農学部准教授着任、現在に至る。

[受賞研究の概要]
　植物の成長や生殖には、鉄や亜鉛などの金属が必須です。高橋先生は、イネ科植物の鉄吸収に
重要な役割をしているニコチアナミンアミノ基転移酵素（NAAT）の遺伝子を単離しました。そ
して、鉄欠乏に弱いイネに、鉄欠乏に強いオオムギのNAAT遺伝子を導入することで、鉄欠乏耐性
イネの作出に世界で始めて成功しました。さらに、ニコチアナミン
が高等植物で花や種子に鉄や亜鉛を輸送し、正常な花や種子の形成
に重要であることを見いだしました。
　また、汚染された土壌を植物の力を借りて浄化するファイトレメ
ディエーションに有用なニッケル過剰耐性タバコの作出にも成功して
います。
 センターHPにはさらに詳しい解説を掲載しています。
  http://c-bio.mine.utsunomiya-u.ac.jp/pressrelease.html

[写真の解説］
　アルカリ土壌では鉄欠乏状態となり通常のイネ(写真左）は成長阻害
を受けますが、鉄欠乏耐性イネ（写真右）は成長阻害を受けません。
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